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 ４月１日、いよいよ県内初の施設一体型小中一貫教育校「新庄市立萩野学園」が開校い

たしました。新庄市では、平成１７年３月に策定した「いのち輝く新庄もみの木プラン２

１」に基づき、各中学校区で小中一貫教育を進めております。 

小中一貫教育については、平成２６年７月、教育再生実行会議による「今後の学制等の

在り方について 」（第５次提言）が出された中で、国は、小学校段階から中学校段階まで

の教育を一貫して行うことができる小中一貫教育学校（仮称）を制度化し、９年間の中で

教育課程の区分を４－３－２や５－４のように弾力的に設定するなど柔軟かつ効果的な教

育を行うことができるようにすると述べられています。さらに、小中一貫教育学校（仮称）

の設置を促進するため、国、地方公共団体は、教職員配置、施設整備についての条件整備

や、私立学校に対する支援を行うとも述べられています。 

戦後７０年にわたり、６－３制の学制で教育が行

われてきましたが、子どもや社会の状況が大きく変

化してきており、子どもたちの発達の早期化が見ら

れる他、自己肯定感の低さや小１プロブレム、中１

ギャップなどの課題が指摘されています。そして、

その課題の解決の一つが小中一貫教育と言われて

います。 

 新庄市では平成２２年４月に策定した新庄市小

中一貫教育基本方針「『いのち輝くたくましい新庄

っ子』をはぐくむために」の中で、小中一貫教育の

ねらいとして次の３つを掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、平成２６・２７年度の２年間、新庄市小中一貫教育実践研究を委嘱し、研究

を進めていただいていた、明倫中学校区の沼田小学校、北辰小学校、明倫中学校の３校の

公開研究発表会も１０／９（金）に行われます。 

今後も、新庄市の小中一貫教育を、地域に根ざし、９年間で子どもを育てるという視点

に立って、推進してまいります。 

新庄市小中一貫教育通信  第１６号 平成２7年４月１7日 

今年度も小中一貫教育を推進していきます！ 

回 覧 

①学ぶ意欲を高め、夢や希望に向かって努力する子どもの育成 

  小中学校の教員が共通理解にたって、連携・協力した教育活動を実施することで、

「生きる力」の中核をなす確かな学力をはぐくむことが期待できます。 

②「ふるさと新庄」を愛し、誇りに思う子どもの育成 

  地域を題材とした学習、地域の人と学ぶ学習等の充実で、将来の夢や希望の広がり

や新庄市への愛着や誇りの高まりが一層期待できます。 

③よりきめ細やかな支援の充実 

  小中学校の教員が連携・交流することにより、特別支援教育の指導及び支援の充実

が期待できます。 

＜萩野学園入学式より＞ 



◇各中学校区の小中一貫教育について◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇新庄市小中一貫教育推進協議会から◇ 

第１５号の通信でもお知らせしておりますが、３月３日（火）に開催された新庄市小中

一貫教育推進協議会において、平成２７年度の小中一貫教育の推進に向けて、以下の６つ

の点が確認されております。ぜひ、ご家庭や地域でも、ご協力をお願いいたします。 

＜単線連携型＞ 

近隣の施設が異なる１

つの小学校と１つの中学

校で、教員や児童生徒が移

動して学習したり、活動し

たりします。 

○新庄市立新庄中学校 

新庄市立新庄小学校 

○新庄市立日新中学校 

 新庄市立日新小学校 

 

 

＜複線連携型＞ 

近隣の施設が異なる複

数の小学校と１つの中学

校で、教員や児童生徒が移

動して学習したり、活動し

たりします。 

○新庄市立明倫中学校 

 新庄市立沼田小学校 

 新庄市立北辰小学校 

○新庄市立八向中学校 

 新庄市立本合海小学校 

 新庄市立升形小学校 

＜施設一体型＞ 

同じ施設内で、小学校１

年生から中学校３年生（９

年生）までが共に学校生活

を送ります。 

○新庄市立萩野学園 

 （新庄市立萩野中学校） 

 （新庄市立萩野小学校） 

 

 

 

 

平成２７年度の小中一貫教育推進に向けて＞ 

 ◇学校・家庭・地域との更なる連携を図っていく。特に、保護者や家庭へ、小中一貫

教育を推進することでのメリットを啓発することが必要である。 

 ◇家庭学習のあり方について、今後小中一貫した取り組みを試みることが大切であ

る。 

 ◇家庭における情報端末の利用時間、ゲーム、テレビの時間に対して、９年間の発達

段階に応じながら、小学生は生活リズムと関連して、中学生は学力定着との関連か

ら、歯止めをかける必要がある。 

 ◇地域行事への積極的な参加を、学校・家庭・地域の３者が一体となって今後とも行

うことが必要である。特に中学生は、地域のジュニアリーダーの立場を通して育て

ることが大切である。 

 ◇小中学生とも、体力向上に地域や家庭との協力や理解を求めていくことが必要であ

る。９年間の継続的な体力作りを通して、強い意志や粘り強い心を育むことが大切

である。 

 ◇良好な人間関係作りについて、さまざまな試みが行われているが、いじめ防止の視

点からも小中一貫教育に取り組む必要がある。 


